
































































































































　因子間の相関は、第 2 因子と第 4 因子の相関が0．3程度とそれほど高くないのに対
し、その他の因子間の相関は、非常に高く、とくに第 1 因子と第 2 因子と第 3 因子は
相互に強く関連しているといえるだろう 6 。













































インド 度数 847 199 1046
％ 81．0％ 19．0％ 100．0％
トルコ 度数 962 132 1094
％ 87．9％ 12．1％ 100．0％
日本 度数 166 982 1148
％ 14．5％ 85．5％ 100．0％
アメリカ 度数 785 375 1160
％ 67．7％ 32．3％ 100．0％
イタリア 度数 827 412 1239
％ 66．7％ 33．3％ 100．0％
タイ 度数 1118 24 1142
％ 97．9％ 2．1％ 100．0％
台湾 度数 685 461 1146
％ 59．8％ 40．2％ 100．0％
ロシア 度数 789 307 1096
％ 72．0％ 28．0％ 100．0％
合計 度数 6179 2892 9071



















































































































































































































































3 　同書200頁において、日本以外の 7 か国を「宗教熱心な国」と述べている。
4 　川端論文には Rasch 理論についての説明はない。井沢廣行「Rasch の理論と理念、及び、





8 　真鍋一史「「宗教性」の概念・測定・分析―「 8 か国における宗教意識調査」を事例として
―」（『関西学院大学社会学部紀要』125号、2016年）に SSA の説明が為されている。







14　稲葉圭信「無自覚の宗教性とソーシャル・キャピタル」（『宗教と社会貢献』 1 （ 1 ）、2011
年）。
15　藤原聖子「解説」（増澤知子『世界宗教の発明―ヨーロッパ普遍主義と多元主義の言説―』
みすず書房、2015年）459頁。
16　鈴木範久「世界宗教」（小口偉一、堀一郎監修『宗教学辞典』東京大学出版会、1973年）494
頁。
17　藤原（2015）460頁。
18　ヒンドゥー教をはじめインド発祥の宗教は解脱を大きな目的としている。確かに、ヒン
ドゥー教は中世のバクティとタントリズムの隆盛によって、それまでとは異なる要素を併せ持
つようになった。しかし、仮に解脱がこの現世で実現可能であったとしても現世否定である。
なぜなら人が生まれながら「良い」存在ではなく解脱を必要とする存在であるということにお
いて、この現前する現世を否定しているからである。
19　ただし、台湾の理解には注意は必要である。台湾は、儒教・道教の国であるが、世界宗教に
位置づけられていても現世否定という訳ではない。したがって、より詳細な台湾に関する宗教
思想の研究が必要である。
20　永井均『道徳は復讐である―ニーチェのルサンチマンの哲学―』河出書房新社、2009年（初
版、1997年）、26頁。
21　ウィトゲンシュタイン（藤本隆志訳）『ウィトゲンシュタイン全集 8 』大修館書店、1976
年、427頁。
22　永井均『ウィトゲンシュタイン入門』筑摩書房、1995年、190頁。
23　野矢茂樹「規則とアスペクト：『哲学探究』第Ⅱ部からの展開」（『北海道大學文學部紀要』
36（ 2 ）、1988年）118―119頁。
る哲学的考察としたい。
（ 260 ）
282
24　同論文、126頁。
25　同論文、127頁。
26　同論文、127頁。
27　同論文、131頁。
28　稲葉（2011）15頁。
29　日本における「葬式仏教」に関しては例外的な事例と考えている。僧侶は除いて一般的な檀
家の意識は仏教本来の思想と全く無縁である。
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